
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第１３教区第２９４番宮殿寺 

住所：宮城県石巻市渡波町２－６－３４ 

 

寺院の被害 

・ 地震と津波により、本堂、庫裡、その他の建物が半壊した。 

・ 境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・ 檀信徒の離散、先の見通しが立たない、経済的問題を心配しており、精神

的肉体的疲労を抱えている。 

檀信徒の現状 

・ 震災で自宅に住めなくなったこと、経済的な問題から他の市町村への転居

や、仮設住宅に入居している檀信徒が大勢いる。また、沿岸部であること

の恐怖から避難した檀信徒もいる。 

・ 転居先が広範囲であることから、檀信徒の居住先を把握することが困難で

ある。 

・ 複数の離檀がある。 

地域の現状 

・ 被災した檀家の中には旧住所に戻る気のない人もいる。 

・ 放射能汚染の風評被害により、地域産業（水産業）がかなりダメージを受

けている。 

復興の状況 

・ 嵩上げが必要なことや経済的な問題から復旧の目途は立っておらず、復旧

完了までどの程度の時間を要するか分からない。 

（Ｈ２５.９.２３現在） 


